
岡山県教育庁義務教育課中学校学力向上担当の先生方へ
平成３１年３月１８日 Ｎｏ．２０

本年度も、残りわずかとなりました。本通信では、生徒のつまずき解消に当たり、過去の全国
学力・学習状況調査から課題の大きい問題を紹介します。自校の生徒のつまずきを把握し、補充
学習等により確実に課題を克服し、次年度への積み残しがないよう努めましょう。

中学校国語

中学校数学

平成２４年度 Ａ４二

【課題】

実際に話す場面にふさわしい適切な表現

を使うことに課題がある。

平成２０年度 Ｂ２（２）

【課題】

事柄が成り立つ理由を示された方針にもと

づいて説明することに課題がある。

整数の性質などが成り立つ理由を説明するに

あたり、次の２点が大切です。

①いくつかの具体的な例を調べることを通して、

理由を説明するための見通しをもつことがで

きるようにすること

②事柄が成り立つことを説明するために、結論

とその根拠を、文字式や言葉を用いて記述

できるようにすること

（平成２０年度全国学力・学習状況調査報告書より）

条
件

条
件

本通信で紹介した問題は、義務教育課HP掲載の「調査問題を活用した課題集（春チャレンジ）」でも取り上げています。

見
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10x + y + 10y + x
= 11x + 11y
= 11( x + y )

式の形が １１×自然数
になればよい。

x + y が自然数に

なるのかな？

x + y が自然数で

あることを説明し
ないといけないな。

x + y は自然数だから、11( x + y ) は11の倍数である。

x も y も自然数

だから、和も自然
数になりそうだ。

根拠 結論

「○で囲む」「線を引く」「書き込む」

などの作業を通じて、情報を整理し、

問題の構造を理解できるようにするこ

とが大切です。

（学力向上担当者通信No.17より）

ここがポイント

書き込む作業によって、
情報の整理だけでなく、
段落ごとの対応や関連性も
分かりやすくなるね。

ここがポイント

学習して時間が経ってるから、
もう一度復習することが大切
だね。


